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20 講演1◆近くて遠い、遠くて近い、フィリピンのことば  タガログ語と日本語
　ただし、（17）のように節の中では主題格が許さ
れますが、（20）のように文頭名詞の直後にピラール
が起こる場合は必ず属格niの形でなければなりま
せん。
　文頭の名詞の直後に、節の中の行為者名詞句
が起こることができるのは、不定形タイプに限られ
ています。（15）のように行為者名詞句の「政府」
gobyernoは節の中にも起こることができるし、（21）
のように、文頭の名詞Planoの直後に属格の形で
起きることもできます。先ほどのmukha-ngを使った
定形タイプでは、mukha-ngの直後に行為者名詞
句を置くことはできません。
　いろいろ言いましたが、タガログ語には二つのタイ
プの人魚構文が存在して、節が定形か不定形か
という違いだけでなく、行為者名詞句のさまざまな
興味深い振る舞いの違いがあることが分かります。
◆おわりに
　人魚構文はこうして見てきたように、述部末尾言
語だけでなくて、述部先頭言語にも存在することが
分かります。さらに複数のタイプが存在するというこ
とです。これは当然、日本語だけを見ていては、分
からなかったことです。今日のお話では人魚構文を
例として見てきたわけですが、あるタイプの言語に
特徴的と思われるような現象も、一見全く異なるタイ
プの言語に存在することが分かります。そして、そ
の言語現象の本質を知る上で、その言語のみや
系統・類型の近い言語だけを
見ていては、分からないこともあ
ります。
　このようなことから、今後の日
本語研究のあり方について考
えてみますと、今後はこれまで
以上に世界のさまざまな言語と
の対照研究を軸に行っていく
必要があると思われます。その
際、従来のように外国語の言語現象を、日本語に当
てはめて考えるというやり方ではなく、それも必要で
すが、それに加えて、日本語に特徴的と思われるよ
うな現象を、世界の言語で検証していくという、日本
発の人魚構文の研究に象徴されるような方向性も
必要であろうと思われます。どうもありがとうございま
した。
不定形タイプ　例文（１５）、（２１）
